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高精細・広範囲結晶方位分布測定

高精細な結晶方位分布を広範囲で測定できます。

EBSDによる高精細・広範囲結晶方位解析

Cat.No 3E2J-207-00-220131

● 高精細・広範囲EBSDマッピング

ステージスキャンで測定した高倍率のEBSDマップを繋ぎ合わせることで、広範囲の結晶方位分布を測定できるようになり
ました。広範囲での配向評価とともにミクロ組織の把握が必要な磁石材料および微細組織を持つマルテンサイト鋼板の
旧γ粒組織評価に適用できます。最大測定範囲は5mm×5mmです。

解析事例： ネオジム磁石の広範囲配向評価および組織観察

● ネオジム磁石のEBSD測定 （解析例：300μm×300μm範囲、0.3μmステップ）

約5,000個もの結晶粒を含む広範囲領域で主相の配向評価や副相の分布を把握するとともに、任意の位置で分解能の
劣化なく、組織の把握および塑性変形により発生した結晶方位差分布の確認が可能になりました。

■：Nd2Fe14B
■：Bリッチ相（Nd10Fe18B18）
■：Ndリッチ相（FCC構造）
■：Ndリッチ相（HCP構造）
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方位角度差分布

85μm×85μm領域を拡大

広範囲の配向評価とともに、
任意の位置で拡大し、
主相の粒径、副相の分布、
歪（方位差）分布を正確に
把握できます。

平均角度差
13.2°

結晶粒間平均方位差
31.1°

■：各測定点の結晶方位と<001>との角度差
□：隣接する結晶粒間の粒内平均方位差

隣接する結晶粒

磁化容易軸：<001>
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・IPF（Inverse Pole Figure）マップ：逆極点図をもとにした結晶方位を示す図。全体的に同じ色に見える場合、その方向に結晶方位が揃っていることを示す。
・相マップ：結晶相ごとに色分けして示した図。
・GROD（Grain Reference Orientation Deviation）マップ：一つの結晶粒内において、その平均方位と各測定点の方位との角度差を示した図。




